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浅 湖 湿原 の 一 郡 


湖 温 原 の 沼 に 接する あたり は , 生 ば 水上 に 浮く 半島 状 を な し て , 和信 が 乗れ る ほど の 厚 
み は な い が , 5 月 初 名 に は , クロ バナ ロウ ゲ の 間 に , リウ キン カ や ミズ バシ ョ ウ が さく . 


沼 に 舟 を 浮 べ て 浅 湖 湿原 を 水上 か ら 見 る と , 先端 に は ミズ ドク サ が 容 生 し , その 間 に オ 
オカ サス ゲ な どの 沼沢 植物 が と りか こま れ て , や が て 沼 を 湿原 化し て ゆく 階 穫 が わか る . 


浅 湖 湿 原 か ら ヵ 岳 を 仰ぐ 


浅 湖 の 湿原 は , 名 の ご と く 昔 は 浅い 沼 だ っ た の が , 湿原 と 化し た や も の て , 両 沖 の 丘 の 上 
に は 森林 が 発達 し, 下 生 に は 笹 が 多い . 沼 の 北 江 ゆ え , 燃 ヵ 岳 が ちか ぢ か と あお が れる . 


浅 湖 湿 原 に は スゲ の 類 が 多く , 夏 は また コバ イケ イソ ウ の 次 が 多い . だ が 花 を つけ る の 
は 稀 で ある . 湿原 の 西 に つづ く 丘 と 森林 に は , 写真 の 右手 に ある よう な エゾ マツ も や 多い.- 


トド 和 リ テ ー20 
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絵画 や 写真 な ど に , よく 題材 に えら ば れる ミズ バ 
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浮島 の 生 因 は まだ 十分 に 剛 明 され て いな い が , 恐らく は 池 底 に 堆積 し た 植物 の 残 息 や や 泥 至 借 山 の 容 は 尾瀬 ヵ 原 の 眺望 に は 久 く こと が で き な い . 下田 代 か ら 望む と 中 景 に 沼尻 川 
土 が , 洒 な ど に よっ て 緊 績 され , それ を メタ ン ガ ス が 色 離 し て 浮上 ら せ る の で あろ う . 畔 の 樹林 が 入る が 中 田代 か ら 眺 め ある と や や 姿 が 変る . 初夏 ,、 まだ 浮島 は 冬 枯 の 姿 で ある . 


それ が 水面 ちか くま て 浮上 し , 湿原 補 物 の 種子 の 足 だ まり と な れ ば , その 根 は さら に 有 中 田代 の 池 は , 浮島 を 浮 べ る も の が 多い が , 中 で や , 原 の 南 を 限る 草 消 生 の 山脈 か ら 北 
効 な バイ ンダ ー と な っ て 働く こと に な り , つい に 水面 に 出れ ば さま ざま の も の が 生え る . に ひら く 伝 之 球 沢 の 扇状 地 を , 背景 と する この あたり に は , 夢 の よ うに 淳 ぶ 浮 島 が 多い . 
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登 
の 山脈 は , 


さ 
\ 


閑 神 色 ( 
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至 備 山 の 脈 は , 尾瀬 地方 で 最 古 の 古 生 層 に つい で 


生じ た 
出 カ 
山 へ 


訓 玉 人 山頂 の 植 塊 相 


へ ご 
至 備 山 の 頂上 に は , ハイ マツ が の び ひ ろ が り , その 間隙 に 他 の 草木 が 雑居 する が , ここ 
に は 高山 に 退 有 の コケ モモ や ガン コウ ラン が 多く みえ , その 間 に ア カツ ゲ が 覗い て いる . 


や は り 頂 上 近い ハイ マツ の 間 に の ぞい て いる ミヤ マネ ズ や 、 ハク サン シャ ク ナ ゲ . アカ 
ツゲ は 顔 を みせ て いな い . この 山 に は 珍し くも , アズ マシ ャ ク ナ ゲ が 山頂 近く に 生え る . 
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本 邦 で は 分 布 の 廣 く な い 種類 の 植物 で , 日 
本 アル プス ー 冷 以外 に は 見 る こと 稀 で ある . 
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